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プロモーションアドバイザー派遣事例紹介（名古屋市） 

2023年 10月及び 12月に、プロモーションアドバイザーである一般社団法人ハラ

ル・ジャパン協会の佐久間氏を名古屋市に派遣しましたので、本事例についてご紹

介します。 

 

１ 概要 

日 程  ：１回目 2023年 10月 18日（水）及び同月 19日（木） 

２回目 2023年 12月 22日（金）及び同月 23日（土） 

派遣方法 ：現地派遣 

派遣者  ：一般社団法人ハラル・ジャパン協会 

   代表理事 佐久間 朋宏 氏（以下、「アドバイザー」） 

申請者/派遣先：名古屋市（愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会） 

相談内容 ：2026年開催予定の「アジア競技大会、アジアパラ競技大会」を見据

え、地元を訪れる大会関係者や観光客等へ食を通じて愛知・名古屋

の魅力を発信するため、ムスリム対応のなごやめしレシピを開発す

るにあたり、専門家からのアドバイスを受けたい。 

２ 派遣内容 

（１）１回目・レシピ作成に向けた検討会 

はじめに、レシピ化するなごやめしメニューを選定すべく、関係者を集めた検

討会が行われました。 

検討会は、本派遣の申請者に加え、地元自治体（愛知県及び名古屋市）の観光

担当部署や大会担当部署、なごやめし専門家、地元観光ビューロー、地元栄養士

会も参加し、様々な意見が飛び交いました。 

アドバイザーから頂いた主な助言内容は、以下のとおりです。 

ア ムスリム対応に関する説明 

・なごやめしで使用される食材の８～９割はシュブハ（ハラルともハラムと

も言い切れないもの） 

・ムスリムは味の濃いもの、揚げ物が好きなため、なごやめしは好まれる。 

・ハラルメニューは、ムスリムもムスリム以外も食べられる最大公約数に対

応できるメニューである。 

・レシピ作成においては、一般レシピにムスリム向けの足し算又は引き算を

するイメージ。 

イ レシピ化するなごやめしメニューの選定 

・ムスリム地域の趣向や食文化に合う味かどうかの知見提供 

（例）甘辛い味付け・塩辛くないもの・揚げ物が好き、とろみ・内臓は苦手 

・各メニューの認知度の知見提供・適切な名称の提案 

（例）うどん、おでん、天ぷら、おにぎり、ラーメン、カレーは高認知度 

ひつまぶし→「鰻の」ひつまぶし、手羽先→手羽先「の唐揚げ」 
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・シュブハ食材からハラル食材への変更案の提供 

（例）ミンチ肉はフードプロセッサーで作成、豚骨は白湯スープに変更 

ウ 決定メニューのレシピ化における注意点・工夫の意見交換 

メニューひとつずつに対して、調理法・食材を確認の上、以下の点を中心に

レビューを実施 

✓ 調味料(味噌、醤油、みりん等)はアルコールを含まないものに変更 

✓ その他調味料（カレー粉）、油は植物性のものを使用 

✓ 肉類はハラル認証を取得しているものを使用 

✓ 練り物（かまぼこ等）はアルコールやゼラチンを含まないものを使用 

✓ 添加物の含まないものを使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）２回目・試作品作成及び試食会 

１回目派遣後、地元栄養士会が、検討会で決定したなごやめしメニューのムス

リム対応レシピを作成しました。そこで２回目派遣では、そのレシピが適切にム

スリム対応できているか、作成過程が難しくないか等を確かめるため、実際に試

作品を作成し、試食会を開催しました。 

試食会には、検討会に参加した皆様に加え、アドバイザーが手配した在日ムス

リムの皆様もオブザーバーとして加わり、ムスリムとして気になる点や味の好み、

メニュー表示板の記載方法に至るまで、メニューひとつずつに対して、様々な観

点で活発に議論が行われました。 
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３ 名古屋市からのコメント 

派遣後、名古屋市からは、「ムスリムやアジア圏の方のアンケート調査や他都市事

例などを踏まえてアドバイスを頂けたので、実態を受け入れやすかった。」、「難しく

捉えられがちなムスリム対応だが、しっかり勉強すれば対応できることが多いこと

がわかり大変参考になった。同時にそれを伝えることの難しさも感じたため、丁寧

にしっかり伝えていくことが大事だと思った。」等の感想を頂いた。 

なお、今後はアドバイザーからの助言を参考に更にレシピを改良するとともに、

レシピの記載内容を整理して、よりわかりやすいレシピを作成すること、観光部局

と連携して、地域内の飲食店事業者等に作成したレシピを普及させ、ムスリム観光

客の一助として活用することを目指すとのことでした。 

 

クレアでは引き続き、専門的知見、ノウハウ、経験をもつアドバイザーの派遣を

通して、自治体の海外プロモーションを支援してまいりますので、是非お気軽に御

相談ください。 

（経済交流課 加納） 


